




The Acciaccatura in Recitativo Formed by J. D. Heinichen:
Focussing on His Unique Position in Eighteenth Century Acciaccatura History
MISHIMA Kaoru
Abstract: Acciaccatura is a kind of ornament added to chords on keyboard instruments that are breaking,
and it is often discussed as being associated in particular with recitativo, as in the work of Francesco Gas­
parini’s ‘L’Armonico Pratico al Cimbalo’ in 1708. One of the most important theorists discussing acciacca­
tura in Germany was Johann David Heinichen. He associated acciaccatura not only with the function of
chords or matters of practice of which key to press but also with the performer’s decision regarding which
chords he/she should play according to their function. The most important theory in his treatise was harmony
theory, and he discussed how to quite eagerly draw out chords from the base line of a thorough bass without
figures.
In this article, I will focus on how Heinichen treated acciaccatura. First, by conducting a survey of acciac­
catura in the eighteenth century and second, by clarifying how other theorists treated and used acciaccatura, I
will compare Heinichen’s opinion with those of others and examine his uniqueness at that time.
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要旨：アッチャッカトゥーラは 18世紀においては鍵盤楽器で和音をくずして弾く際の，非和声的装
飾音のことを言う。そして 18世紀初頭のフランチェスコ・ガスパリーニ Francesco Gasparini（1668­
1727）の『チェンバロ音楽実践 L’Armonico Pratico al Cimbalo』（1708）などにおけるように，とり
わけレチタティーヴォとアッチャッカトゥーラを結びつけて論じられることが多かった。この分野で
のドイツの主要な理論家はヨーハン・ダーヴィド・ハイニヒェン Johann David Heinichen（1683­
























































































（Grampp 2004: 118）。アッチャッカトゥーラなどの和音の装飾については，マールプルク Friedrich Wilhelm Marpurg（1718­
1795）が「クレ，アルペッジョ，そしてアッチャッカトゥーラ」（Marpurg 1756: 70 ff）を，またマッテゾン Johann Matthe­
son（1681­1764）も「トリル，経過音，アッポッジャトゥーラ，クレ，モルデント，アッチャッカトゥーラ，アルペッジ
ョ，そしてくずした和音」（Mattheson 1731: 413, etc.）を挙げている。
２ ドメニコ・スカルラッティ Domenico Scarlatti（1685­1757）の鍵盤曲におけるアッチャッカトゥーラの特異性（Jackson
2005）などもある。


















































































３ ガスパリーニは続けて，「そうする人もいるが。そういう奏者（Sonatoroni あるいは Sonatorelli）は，自分の器用さを見せ
びらかし，混乱を作り出し，それが閃きであると考えるのが目的なのだ」（Gasparini 1722: 64）
４ この理論書の後半部分が鍵盤の伴奏への序論である。




C. P. E. バッハは，第二部「第 38章 レチタティー
ヴォ」において歌手が音程を取りやすくするための，
遠隔調に移調する際の和音の工夫や，アルペッジョの





























































６ 「＊の付された音符は減 3度か 10度に相当するが，その配置のために，本来は増 2度か 9度である。その音を弾くときは，

























































































三島 郁：J. D. ハイニヒェンのレチタティーヴォにおけるアッチャッカトゥーラ １９
説明では，I は同一バスへの複数の数字付けの可能性
であり，譜例 5（数字付けは筆者による）の 1小節目
の f 上の e2と a1から 7の和音であることが明確だ
が，次に e に下行することで，一旦これを 6にして
から解決すると説明される。II は複数の和声付けの可
能性であり，譜例の 2例目においてバスの dis 上で先
行する 7の解決として再び 6が弾かれ，次の小節で解
決する。そして III は各々の調における特性を知って
おくことであり11，3例目において cis 上の 7である































ば譜例 6のように，ベースが G－A－H と進む中で，

































































































１５ 「この和音をただ「g1－h1－d2」という 3声のみで掴みたい greifen とき，3度の d2と h1の間に，あるいは h1と g1の間に，
アッチャッカトゥーラをいれるかどうかは自由である。というのは 5本の指すべてを使って弾くことができるからである。
（中略）右手で四声の和音「e1－g1－c2－e2」を 1245の指で掴む ergreifen と，指が足りないから，上と下に 3度の間にアッ
チャッカトゥーラを作るのは難しいことが不可能であることは明らかである」（Heinichen 1728: 541-542）
１６ 例えば「alle volte si toccano due tasti con un sol dito 一本の指で 2本の鍵を弾くこともある」（Gasparini 1722: 66）など。
１７ この表現はミヒャエル・プレトーリウス Michael Praetorius（1571-1621）の『シンタグマ・ムシクム Syntagma musicum』に
おけるトッカータの即興的なジャンルの説明として，「鍵盤楽器に対して断固とした処置をとること durchgriff，あるいは
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